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要旨 年 月~ 年 月に，昭和基地（ ° ′， ° ′， ）
及びドームふじ観測拠点（ ° ′， ° ′， ）において，直径
- μ のエアロゾル粒径分布の変動の観測を行った．両基地において小エイ
































る．しかし，エイトケン粒子（直径 μ 以下）の観測が多く（ ，





の総合観測が昭和基地（ ° ′， ° ′， ）において 年から 年間行われ
た．その観測結果は， （ ），伊藤（ ）及び （ ）などによって詳細
に報告されている．その後，エアロゾル粒子の数濃度や粒径分布に関する情報を継続的に




点（ ° ′， ° ′， 現在は「ドームふじ基地」に改称）において地上エア
ロゾルの連続観測が 年 月~ 年 月の期間に行われた．
昭和基地とドームふじ基地のエアロゾル粒径分布
ここでは，第 次隊による昭和基地とドームふじ観測拠点の 年間の地上エアロゾルの






極大陸の氷縁からは西に約 離れた露岩の島）にある昭和基地（ ° ′， ° ′，
）である．もう一つは，昭和基地から内陸へ約 離れたクイーンモードラン





範囲の異なる 台の観測装置を用いて，直径 - μ の粒径範囲のエアロゾル濃度を観
測した．
直径 - μ のエアロゾル濃度は， 種類の光散乱粒子計数装置（
図 ドームふじ観測拠点および昭和基地の位置
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，以後 ）を用いて観測した．使用した はシグマテック社製 型（閾
粒子直径 ， ， ， ， ， μ ，サンプル流量 ），および同社製
型（閾粒子直径 ， ， ， ， ， μ ，サンプル流量 ）で
ある． の光学系は，半導体レーザー（発振波長 ）を光源とした光軸交角
度，集光半角 度の集光系である． の光学系は，外部ミラー型 ガスレー






（ ）を用いた．昭和基地では 社製 （
カットオフ径 直径 μ ，サンプル流量 ）を用いた．ドームふじ観測拠点
では 社製 （ カットオフ径 直径 μ ，サンプル流量
）に同社製拡散バッテリ （ー ）を組み合わせ，エイトケン粒子の粒径分布を
求めた．いずれも凝縮蒸気は ブタノール（ ???）である．また，ドームふじ観測拠点
の平?的な大気圧 ，観測室の室温 °，拡散バッテリーの流量 の条件
における， の各ステージの カットオフ径を表 に示す．第 ステージに
おいては全粒径で通過率が より低くなり， カットオフ径は存在しない．
なお，本報告では気象学的な区分に従い，直径 μ 以上を巨大粒子，直径 - μ
表 拡散バッテリー（ ）の カットオフ径








子のうち， μ あるいは μ 以下の核生成モードが超微小粒子と呼ばれるように
なっている．本報告でも，後述のような計測手法と動態の違いを踏まえ，エイトケン粒子





















また， 台の計測装置のデータは， マルチプレクサを介して 台の 製
ノートパソコンで記録した．
観測期間
昭和基地では， （ ， ）は， 年 月 日~ 年 月 日まで
（ただし は，レーザー出力低下のため 月 - 日まで欠測）， は 年
月 日~ 年 月 日の間，観測を行った．ドームふじ観測拠点における観測は 年
月 日~ 年 月 日まで行われ， 台の測定装置はいずれも長期の欠測なく稼動し
た．







地における地上風向（ 方位）の出現頻度［ ］を示す．風速 以下の場合は，静
穏（ ）に分類している．北東から東北東の風が卓越している．図 には， によ
るエイトケン粒子（直径 ＞ μ ）の数濃度の 時間（ データ）ごとの中央値をもと
め，それらの風向（ 方位）別の中央値を示した．西から西北西の風向で 個 ?以上
の濃度になっている．これは，基地主要部（図 ）からの汚染の影響であると?えられる．
南東方向にも汚染源はあるが，通年のデータの中ではその影響は顕著ではない．図 は，













図 はドームふじ観測拠点における地上風向（ 方位）の頻度［ ］を示したものである．
北東（ 度 ），南東（ 度 ），南西（ 度 ），北西（ 度 ）の頻度が









響は顕著ではない．図 は，風向（ 方位）別のエイトケン粒子（ ＞ μ ）数濃度
の 時間の つの測定値の の累積頻度［ ］である．その値は，ほとんどの風向で
























リーン型拡散バッテリーのステージ における直径 の粒子の透過率 ? ，ステージ
における測定値（数濃度）?，粒径分布関数 の関係は，計測粒子直径範囲を 個の等
間隔に分割し，第 分割での粒子直径範囲を［ ? ??］，その範囲での代表径を ?，粒径











数 ( )のべき乗（ 乗）で与えた（ ）．反復初期値は次のようにして与えた．
まず，各ステージの カットオフ径の幾何平?値を粒径代表値として，計測結果から粒











エイトケン粒子（ ＞ μ ）と大粒子（ ＞ μ ）の粒子数濃度の日中央値，風速，
現地気圧，気温，全天日射量の日平?値の時系列を図 に示す．日射の全くない極夜期は





は 個 ?程度になる場合もあった．図 ではわかりにくいが， 月中旬~ 月中旬まで
林 政彦・松本易典・平沢尚彦・山内 恭・岩坂泰信
図 エアロゾル数濃度の日中央値と各気象要素の日平?値









エイトケン粒子と大粒子の数濃度の 時間（ 日間）の移動平?値を，図 （上，下）
にそれぞれ示す． ＞ ， μ の粒子はエイトケン粒子に区分されるが，蓄積モードの
一部とも?えられる．その数濃度の季節変化は，核生成モードを含む ＞ μ の季節変
図 昭和基地におけるエアロゾル数濃度の季節変化（ 時間移動平?値）
上 直径 μ 以上， μ 以上， μ 以上
下 直径 μ 以上， μ 以上
＞ μ μ μ
＞ μ μ
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化に似ている（図 ）が，大粒子（ ＞ μ ）と類似の振る舞いをすることもある．こ
のため，本報告ではエイトケン粒子を小エイトケン粒子（ ＜ μ ）と大エイトケン粒
子（ ＝ - μ ）に区分する．一方，大粒子と巨大粒子のモード区分は明瞭ではなく
（図 ），昭和基地の ＞ μ の粒子濃度の変化は，粗大粒子（ ＞ μ ，気象学的には
巨大粒子と呼ばれる）の濃度変化に近い変動をする（林ほか， ）．そこで，以下，大粒
子に巨大粒子を含めて大粒子（ ＞ μ ）と呼ぶ．これらの傾向は，後述するドームふじ
における変化でも見られる．
伊藤（ ）によれば，昭和基地におけるエイトケン粒子（ ＞ μ ）濃度は，夏季




一方で，伊藤（ ）は， 年と 年における大粒子（ ＞ μ ）の観測結果
を集計し，極大濃度になる月は異なるが，年間の濃度中央値（ 個 ?程度）はほぼ同
等で，夏季に濃度が低いという共通した特徴を報告している．本観測でも，冬季に若干高
濃度で時間変化も大きい（図 （下））傾向を示し， ＞ μ ， ＞ μ の数濃度の年
間中央値はそれぞれ 個 ?， 個 ?であった．
粒径分布の季節変化
図 は， と 種類の により観測された，エイトケン粒子から巨大粒子まで








































































間風速にほとんど差がない． 月 日~ 月 日までは，太陽光の全くない極夜期となる．
年平?気温は－ ° であった．最低気温は 月 日に観測した－ ° であった．
エイトケン粒子の濃度は，昭和基地と同様に夏に高濃度，冬に低濃度となり，数日程度
の時間スケールの濃度の増加，減少が見られる．濃度増加は，特に 月中旬~ 月中旬に顕











観測で得られたエイトケン粒子（ ＞ μ ， μ ， μ ）の年平?値（中央値）
はそれぞれ 個 ?， 個 ?， 個 ?であった．南極点での - 年のエ
イトケン粒子数濃度の年中央値は， 個 ?程度であった（ ）．
大粒子濃度の季節変化は，夏季に低濃度，高濃度となり，エイトケン粒子のそれとは著
しく異なる．そして，昭和基地の大粒子の季節変化（図 ）と似ている．また，冬季の中で
も - 月は比較的安定した濃度であり， 月中旬~ 月に高濃度となる傾向がある．類似の
傾向は，昭和基地における気球観測による自由対流圏の大粒子濃度の季節変化にも見られ
る（木津ほか， ）．大粒子（ ＞ μ ， μ ）の粒子数濃度の年平?値（中央値）
は，それぞれ 個 ?， 個 ?であり，昭和基地の濃度の 分の 程度であった．
昭和基地とドームふじ基地のエアロゾル粒径分布
図 エアロゾル数濃度の日中央値と各気象要素の日平?値
（ドームふじ観測拠点， 年 月~ 年 月）
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粒径分布の季節変化
図 にド－ムふじ観測拠点における 種類の による ＝ - μ の月別平?
粒径分布を示す．その季節変化は昭和基地のそれと類似している．夏季は体積粒径分布で
＝ - μ 付近に谷があり，大エイトケンモードと大粒子モードが明瞭な二山分布を
示す．大粒子モードは，冬~春に高濃度となり，大エイトケンモードは冬に低濃度となる．
その結果，冬季には大粒子モードがやや卓越する一山分布となる．図 は拡散バッテリー
と によって得られた個数基準の月平?粒径分布である． 及び から
得られた粒径分布も同時に示した． - 月は，小エイトケンモードと大エイトケンモード
が顕著なバイモード分布である．両モードとも年間の最高数濃度に近く，大エイトケンモー
ドのモード径（ ＝ μ 付近）は他の季節（ ＝ μ 付近）に比べて大きい． 月に
図 ドームふじ観測拠点におけるエアロゾル数濃度の季節変化（ 時間移動平?値）
上 直径 μ 以上， μ ， μ ， μ 以上， μ 以上
下 直径 μ 以上， μ 以上























































































































































大陸周辺部では海洋性の空気の影響により濃度が高いと推測される．大粒子（ ＞ μ ）
表 南極域および南極海で観測されたエイトケン粒子，大粒子数濃度の比較





ドームふじ（ ） °， ° -
南極点（ ） °， - - （ ）
ゲオルク・フォン・ノイマイヤー °， ° - （ ）
昭和 °， ° - 伊藤（ ）
モーソン °， ° - （ ）
- （ ）
南極海 °- °， °
-
大粒子
( ≦ μ )
ドームふじ（ ） °， ° -
昭和 °， ° -
- （ ）






























急増 ＞ ?＋ σ，急減 ＜ ?－ σ
ここで， ? 月- 月の の平?値






図 日平?濃度（ ）と濃度の 日移動中央値（ ? ），及びその比（ ）（ 年 -
月）
図の下向き矢印は顕著な濃度極大，上向き矢印は顕著な濃度極小を示す．
()昭和基地 ＞ μ ，( )ドームふじ観測拠点 ＞ μ
?


































ようなブリザードとの一致は， 月 日の 日だけであった．一方，急増現象 例のうち
例（ 月 日， 月 日， 月 日， 月 日）が， の等圧面高度場における
ブロッキング高気圧の形成に同期していた．典型例として 月 日 （ ）
















図 は，昭和基地で観測された直径 μ 以上の粒子の濃度が急減する一例（ 年
































年 月~ 年 月に，第 次隊により昭和基地及びドームふじ観測拠点におい
て直径 - μ のエアロゾル粒径分布の連続観測を行い，以下の結果を得た．
ドームふじ観測拠点と昭和基地の による直径 - μ の体積エアロゾル粒
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